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ヒマラヤを中心とした山岳だけでなく、多岐に渡る被写体と対

峙する写真家・石川直樹さんと、衛星地球観測コンソーシアム

（CONSEO）※を牽引するJAXAの松尾尚子。二人の対話は、

人工衛星のマクロの視点と身体性を重要視するミクロの思想

が交差する。冒険と通信、リアルとバーチャルなど二項対立で

世界を捉えるのではなく、それらが渾然となった明るい未来を

模索する。
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写真：山本康平　　取材・文：村岡俊也

松尾尚子
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3. 今年8～9月に発生した台風11号の、衛星からの観測データ（GsMAP）。対談場所は、石川直樹さんの作品「THE HIMALAYAS」が展示・販売されている積水ハウス
がオープンする「SUMUFUMU TERRACE 青山」にて。

2. 「だいち」が撮影したブラジルの熱帯雨林。2007年（左）と2017年（右）。

1. 2020年7月の九州豪雨。豪雨前後での画像を重ね、その差分（洪水が起きたと想定される箇所）が水
色で表示されている。

　　　　原理的にはポートレートを撮影する電波カ
メラも作れるんですか？　つまりカメラを構えなくて
も形をスキャンしてくれるようなカメラとか。
　　　　Lバンドだとアンテナが大きすぎて人間で
は持てないカメラですね。例えば、気象レーダなど
は電波で雲などスキャンしていることになりますが、
人が見て分かりやすい画像ではないかもしれませ
ん。Lバンドだと地表面にある対象物のほうが形が
わかりやすい。森林かそうでないかを識別したりす
るのが得意なんですね。同じタイプの昔の衛星（陸
域観測技術衛星「だいち」）が撮ったブラジルの熱帯
雨林の画像（■）があります。2007年と2017年を
比較すると白い部分が増えているのが分かると思
いますが、これは森林が伐採されているからです。
白い部分はフィッシュボーンと呼ばれていますが、
まず道ができて、さらに横道に入っていくように伐
採をしている。だから伐採跡が魚の骨のように写り
ます。この画像と、行政側が保有する情報を比べて、
申請していないのに伐採されている土地があれば、
それは違法伐採となります。警察がこのデータを使っ
て逮捕することもあります。以前は晴天時にしか撮
影できなかったために曇りの日に違法伐採が行われ
ていたそうですが、「だいち」ができてからは雨期で

に被災地を観測できる。すぐに地上に画像が届け
られて、朝までに解析して、人々が動き出す前に
災害対策のための解析情報が届けられる。そういう
意味で、もっとも忙しい衛星と言われています。
　　　　毎日、必ず2回、同じ場所が撮影される
んですか？
　　　　「だいち2号」は電波を出して、地球表面
での跳ね返りを観測していますが、その電波を出せ
る幅がそれほど広くはないので、同じ場所を毎日必
ず撮れるわけではないんです。災害が起きた時に
運悪く2日後の観測になってしまう可能性もあります
が、これまでの災害観測では、おおむね1日1回撮
れていますね。  
　　　　自分は写真家なので、画像を見るとすぐ
にどんな風に撮っているんだろうと考えてしまうんで
すが、超望遠レンズが付いている訳ではないんです
よね。電波で凹凸を測っていると。
　　　　そうです。Lバンドという波長約25cm、

周波数でいうと約1.2GHzの長い電波なんですが、
湖や海だと電波の反射が衛星側に戻ってこないの
で真っ黒になる。森林など、植生があると電波の
一部が跳ね返ってくるので、明るく見えるんです。
反射の強度の違いを使って識別しています。

　　　　　　　　　　　まずはJAXAの衛星が
何をしているのか、どんな特徴があるのか、ご紹介
します。陸域観測技術衛星2号「だいち2号」で撮影
した画像（■）をお見せしますね。「だいち2号」は、
常に地球全体を観測し続けているので、災害が起
きる前と起きた後の画像を取得できるんです。それ
を重ね合わせて、その違いがあるところは災害が起
きているんだろうと推察されます。地表の変化を細
かく見ることができるのが、この衛星の特徴です。
　　　　　　　　　　　この画像の場所はどこで
すか？
　　　　2020年7月の九州での豪雨の画像です
ね。
　　　　これは被害の想定を青く塗ったものでは
なく、実際に洪水が起きた時の画像ということです
か？
　　　　そうです。このような広域の衛星画像があ
ると、分析して、どの地区にヘリコプターや排水ポ
ンプ車を配置するべきかという判断ができます。「だ
いち2号」は、飛んでくる時間が決まっていて、必ず
夜中の0時か昼の12時になります。だから、夜中

あっても、あるいは夜でも撮れるので、抑止力となっ
て違法伐採が減ったと言われています。
　　　　こういった衛星データは、誰がアクセスで
きるんですか？　
　　　　基本的にJAXAが運用している衛星デー
タは、ほとんどが誰でも無料で使えます。
　　　　一般の市民でも？
　　　　はい。ただ、データがマニアックで、専門
家向けのフォーマットで提供されるので、今後はさ
らに扱いやすいデータにしようと取り組んでいます。

　　　　石川さんは、登山の時にはどんなデータを
ご覧になっているんですか？
　　　　主に気象予報と地図だけ、ですね。
　　　　海外の気象予報って、地域によってはそ
れほど詳細ではなかったりしませんか？　JAXAは
他国の衛星データも組み合わせて、地球全体の降
水量を毎時だしているサイト（GsMAP）を運営して
います（■）。地上のセンサーが揃っていないような
島嶼国では、かなり使われています。

　　　　これだけ正確な情報が蓄積されたら、気
象予報の精度もどんどん上がりますよね。
　　　　JAXAの衛星データは、気象庁の気象予
報データにも取り込まれていますね。近年は線状降
水帯が増えていますが、予測に重要なのは海上の
水蒸気量にあると言われています。ただ、それを測
ろうとしても海上を広域に計測できるのは衛星セン
サなので、衛星データが重宝されています。そのほ
か、海の表面温度や海流もわかるんです。5年ほ
ど前から起こっている黒潮の大蛇行が現在も続い
ていることがわかります（■）。
　　　　（画像を見ながら）黒潮って、今はこんな
に曲がっているんですか。民俗学者の折口信夫は、
三重県の大王崎に立って、黒潮の流れを見ながら
“マレビト”を発見したんですが、当時から黒潮がこ
んなに蛇行してたら、その概念の発見もなかったか

場所も分かるんです。
　　　　黒潮の蛇行もあるし。
　　　　はい（笑）。漁師さんは衛星からの海面水
温のデータを使えば、どこにどんな魚がいるのかわ
かるらしいんです。目的地を決めて、最適な航路を
通って、燃費良く魚を捕まえにいく。そのために遠
洋航海する漁船には、衛星データから海面水温を
見るシステムが積まれているそうです。
　　　　漁業もそうなのか。僕は山の上では、衛
星電話を本当によく使ってます。気象情報を得たり、
SNSにアップしたり、緊急時に電話したり、すべて
衛星電話ですからね。曇っているときには電波が
つながりづらい。いつもテントの中でアンテナを微
妙に動かしながら、一番受信できる角度を探してま
す（笑）。
　　　　極地ではまだ、衛星とのアナログな付き
合いが必要なんですね（笑）。

　　　　僕は衛星と聞くと、すぐにGoogle Earth

が頭に浮かんでしまうんですが、松尾さんはどう思っ
ていますか？　JAXAでも作れるのに！　と思ったり
しないんですか？
　　　　Google Earthが出てきた時、衛星デー
タをああやって見せると、みんなに浸透するんだっ

もしれない。黒潮の蛇行も、こうして撮影、視覚化
されると違う印象を抱きますね。JAXAは宇宙のこ
とばかり研究しているのかと思っていたら、宇宙か
ら地球のことを見ているとは。考えれば当然なんで
すが、やっぱり見上げているばかりではなくて、地
球を俯瞰して、僕たち自身を見ているんですね。
　　　　私はJAXAに入って最初の10年は国際
宇宙ステーションに関する仕事をしていたんですが、
次の10年は衛星地球観測に携わっています。そこ
で感じたのは、こんなにも宇宙から見ているものが、
地上の社会や生活に関連しているんだということ。
例えば、衛星は農林水産業とも密接です。気候変
動の影響を受けて農作物が育つ場所が変わってい
て、その作物に最適な土地を調べているベンチャー
企業もありますね。地上のセンサーデータと併せて
いつ農薬を撒くべきか、という指示を出したりもして
いるそうです。
　　　　農業と宇宙なんて、すごく対極のような感
じがするけれど、実は密接だと。
　　　　ちなみに漁業とも密接ですね。先ほどお
話ししたように海面水温が分かるので、魚が好む

て驚きましたね。市民権を得たんだなと。だから、
あれを超えるものを作りたいねと、よく研究者と話し
ています。Google Earth的な地球の全データが
揃っていて、しかもその瞬間の降水やエアロゾルも
一緒に載っていて、さらにモデルを合わせて将来が
予測できる。私たちは〈地球デジタルツイン〉と呼ん
でいますが、そう言ったものができるとかなり面白
いよねという話をしていますね。
　　　　何年かしたらできてしまいそう。すごいこ
とになりそうだな。
　　　　メタバースを作っている方たちもすごくリア
ルな地球を作ることに熱心になっているらしいんで
すね。
　　　　幾つもの地球があるようなイメージで、そ
のいろんな地球を生きられるみたいな感覚ですか
ね？
　　　　そう、まさにそうなんです。
　　　　完全に架空の空間だったら僕はあんまり
興味なかったんですけど、地球がもう一つあると思
うとアメリカにも暮らせるし、毎日のようにヒマラヤ
に登ることもできる（笑）。
　　　　例えば自動車の自動運転の試験で、いろ
んなコースを試してみたいというときに、メタバース
上でやらせてほしいという話があるそうなんですね。
シミュレーションに使えると。だから登山でも使え
るかもしれません。
　　　　今日はこっちのルートから行ってみよう、
みたいなことか。もう旅行の意味がなくなってくるな
……。

　　　　いえいえ、当たり前ですが、リアルに勝る
ものはないですよね。
　　　　はい、身体感覚が違いますからね。現代
は、衛星によって地球上のすべてが詳らかになって、
地理的な未知のゾーンがほぼなくなってしまった時
代です。ですから、現代の冒険では、あえて情報
を遮断して、未知の領域を新しく作り出そうとして
いる。GPSもコンパスも地図も持たずに山の中に
入ったりする。自分の感覚と自然現象でナビゲーショ
ンすると、見慣れた裏山も未知の世界になるかもし
れない、と。極点を目指したアムンゼンとスコット、
或いは植村直己さんがやっていたような冒険の時代

は終焉を迎えて、自分に制限を課して、未知の領
域を自ら作り出す、というところにまで行き着いてし
まった。誰もがGPSを使える時代に、まったく逆の
発想をしているわけですけど、それもこうして技術
が進歩したからこそだと思うんです。
　　　　不思議な現象かもしれませんね。
　　　　僕自身は、あんまりそういうことに前のめ
りにはなりません。例えば100メートル先まで5秒で
行けるのに、わざわざ30分かけて行くっていう発想
にはならない。ただ、GPSや衛星通信を使えるだ
け使って、それでもなお未知のものがあれば、そこ
に触れたいという気持ちはあるんです。コロナ禍に
おいて、僕は自分が生まれた渋谷区でネズミを撮っ
ていたんですね（■）。渋谷をネズミの視点で巡って
いたんですが、多分、そんな極小の世界は500キ
ロメートル離れた衛星には写らないから。
　　　　さすがにネズミは見えないですね。これだ
け科学技術が進んで、情報もデジタル化されている
けど、やっぱり気づいていない変化があるんです。
例えば小笠原沖の海底火山から出た軽石は、衛星
には写っていたはずなのに、到着するまで気づいて
いなかった。見えていたはずなのに、あると思って
いないから、やっぱり気づいていない未知のもの
がある。つまり人間の意識が追いついていないんで
す。
　　　　すべてが詳らかになると思いきや、実は
未知の世界はまだまだある、と。
　　　　気候変動の影響やスーパー台風、線状降
水帯など、メカニズムもまだ全てはわかっていない
んですね。
　　　　そういった意味では、未知のものはずっと
なくならないですね。僕がすごく尊敬している民俗
学者の宮本常一さんが、旅の10か条のようなもの
を書いているんです。まず知らない場所に行ったら
高いところに登って、俯瞰してその場所を見なさい。
それから中に入ってディテールを見なさい、というよ

うなことを言っている。僕はいつもそれを頭の片隅
に置いています。山などに登って歩く場所を見渡し
てから、麓の村に入って行くということをずっとやっ
てきました。俯瞰って、鳥瞰図ですよね。衛星の視
点もそうだと思う。そこで思ったんですが、鯨瞰図
という言葉があるんですね。クジラから見た地球。
つまり海の底から見たら、島は山に見える。海の
中から見たら、島は海の上に顔を出している山で
あると。海の底まで通る電波はあるんですか？
　　　　いえ、残念ながらそれは難しいです。海
は電波や光を吸収してしまうから。ただ、視点の違
いという意味では、これからの衛星は鉛直方向を
観測しようとしています。人間は重力に常に引き寄
せられていて、ロケットのような重力に抗う行為に
ワクワクするのかもしれない。登山もきっとそうです
よね。地表を2次元で撮ることに関しては長年ノウ
ハウやデータを蓄積してきたので、雲・降水や陸の
標高、森林の樹高が3次元で見た時にどうなってい
るのか。雨を降らせている大気が鉛直に動いてい
る速度を測る衛星を、おそらく2020年代後半に打
ち上げると思います。
　　　　そこに時間の概念も加わると、もう4次元
の話ですか。頭がこんがらがってしまうなあ（笑）。

目に見えない黒潮の蛇行も、
暮らしと深く繋がっている。

Space
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adventure,
The
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※衛星地球観測コンソーシアム（CONSEO）
産学官が結集し、Vision「地球まるごと、より良い未来に」のもと、日本の衛星地球観測分野の総合的な戦略提言のまとめや産学官の連携活動を推進し、日本の成長産業となることを目指すコンソーシアム。

陸域観測技術衛星2号「だいち2号」の模型 
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人工衛星が写す、地球の変化。
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4.5. 「THE HIMALAYAS」の展示・販売に合わせて、会場に置かれていた石川さんのヒマラヤ写真集シリーズ『ロー
ツェ (Lhotse) 』「チョモランマ(Qomolangma) 』『マナスル（Manaslu）』を眺めるふたり。　6. 石川直樹 写真集
『EVEREST』より。2011年のエヴェレスト遠征を中心に、その後のローツェ、マカルー遠征などでも見つめることになっ
た世界最高峰の写真を加えて構成された自身の「EVEREST」写真の集大成。　7. 石川直樹 写真集『STREETS 

ARE MINE』より。2020-2021年にかけて、COVID-19、緊急事態宣言、東京オリンピック、再開発と、目まぐるしく
変化する都市の街並みを記録した写真集から、跳梁するネズミたちを捉えた1枚。

　　　　原理的にはポートレートを撮影する電波カ
メラも作れるんですか？　つまりカメラを構えなくて
も形をスキャンしてくれるようなカメラとか。
　　　　Lバンドだとアンテナが大きすぎて人間で
は持てないカメラですね。例えば、気象レーダなど
は電波で雲などスキャンしていることになりますが、
人が見て分かりやすい画像ではないかもしれませ
ん。Lバンドだと地表面にある対象物のほうが形が
わかりやすい。森林かそうでないかを識別したりす
るのが得意なんですね。同じタイプの昔の衛星（陸
域観測技術衛星「だいち」）が撮ったブラジルの熱帯
雨林の画像（■）があります。2007年と2017年を
比較すると白い部分が増えているのが分かると思
いますが、これは森林が伐採されているからです。
白い部分はフィッシュボーンと呼ばれていますが、
まず道ができて、さらに横道に入っていくように伐
採をしている。だから伐採跡が魚の骨のように写り
ます。この画像と、行政側が保有する情報を比べて、
申請していないのに伐採されている土地があれば、
それは違法伐採となります。警察がこのデータを使っ
て逮捕することもあります。以前は晴天時にしか撮
影できなかったために曇りの日に違法伐採が行われ
ていたそうですが、「だいち」ができてからは雨期で

に被災地を観測できる。すぐに地上に画像が届け
られて、朝までに解析して、人々が動き出す前に
災害対策のための解析情報が届けられる。そういう
意味で、もっとも忙しい衛星と言われています。
　　　　毎日、必ず2回、同じ場所が撮影される
んですか？
　　　　「だいち2号」は電波を出して、地球表面
での跳ね返りを観測していますが、その電波を出せ
る幅がそれほど広くはないので、同じ場所を毎日必
ず撮れるわけではないんです。災害が起きた時に
運悪く2日後の観測になってしまう可能性もあります
が、これまでの災害観測では、おおむね1日1回撮
れていますね。  
　　　　自分は写真家なので、画像を見るとすぐ
にどんな風に撮っているんだろうと考えてしまうんで
すが、超望遠レンズが付いている訳ではないんです
よね。電波で凹凸を測っていると。
　　　　そうです。Lバンドという波長約25cm、

周波数でいうと約1.2GHzの長い電波なんですが、
湖や海だと電波の反射が衛星側に戻ってこないの
で真っ黒になる。森林など、植生があると電波の
一部が跳ね返ってくるので、明るく見えるんです。
反射の強度の違いを使って識別しています。

　　　　　　　　　　　まずはJAXAの衛星が
何をしているのか、どんな特徴があるのか、ご紹介
します。陸域観測技術衛星2号「だいち2号」で撮影
した画像（■）をお見せしますね。「だいち2号」は、
常に地球全体を観測し続けているので、災害が起
きる前と起きた後の画像を取得できるんです。それ
を重ね合わせて、その違いがあるところは災害が起
きているんだろうと推察されます。地表の変化を細
かく見ることができるのが、この衛星の特徴です。
　　　　　　　　　　　この画像の場所はどこで
すか？
　　　　2020年7月の九州での豪雨の画像です
ね。
　　　　これは被害の想定を青く塗ったものでは
なく、実際に洪水が起きた時の画像ということです
か？
　　　　そうです。このような広域の衛星画像があ
ると、分析して、どの地区にヘリコプターや排水ポ
ンプ車を配置するべきかという判断ができます。「だ
いち2号」は、飛んでくる時間が決まっていて、必ず
夜中の0時か昼の12時になります。だから、夜中

あっても、あるいは夜でも撮れるので、抑止力となっ
て違法伐採が減ったと言われています。
　　　　こういった衛星データは、誰がアクセスで
きるんですか？　
　　　　基本的にJAXAが運用している衛星デー
タは、ほとんどが誰でも無料で使えます。
　　　　一般の市民でも？
　　　　はい。ただ、データがマニアックで、専門
家向けのフォーマットで提供されるので、今後はさ
らに扱いやすいデータにしようと取り組んでいます。

　　　　石川さんは、登山の時にはどんなデータを
ご覧になっているんですか？
　　　　主に気象予報と地図だけ、ですね。
　　　　海外の気象予報って、地域によってはそ
れほど詳細ではなかったりしませんか？　JAXAは
他国の衛星データも組み合わせて、地球全体の降
水量を毎時だしているサイト（GsMAP）を運営して
います（■）。地上のセンサーが揃っていないような
島嶼国では、かなり使われています。

　　　　これだけ正確な情報が蓄積されたら、気
象予報の精度もどんどん上がりますよね。
　　　　JAXAの衛星データは、気象庁の気象予
報データにも取り込まれていますね。近年は線状降
水帯が増えていますが、予測に重要なのは海上の
水蒸気量にあると言われています。ただ、それを測
ろうとしても海上を広域に計測できるのは衛星セン
サなので、衛星データが重宝されています。そのほ
か、海の表面温度や海流もわかるんです。5年ほ
ど前から起こっている黒潮の大蛇行が現在も続い
ていることがわかります（■）。
　　　　（画像を見ながら）黒潮って、今はこんな
に曲がっているんですか。民俗学者の折口信夫は、
三重県の大王崎に立って、黒潮の流れを見ながら
“マレビト”を発見したんですが、当時から黒潮がこ
んなに蛇行してたら、その概念の発見もなかったか

場所も分かるんです。
　　　　黒潮の蛇行もあるし。
　　　　はい（笑）。漁師さんは衛星からの海面水
温のデータを使えば、どこにどんな魚がいるのかわ
かるらしいんです。目的地を決めて、最適な航路を
通って、燃費良く魚を捕まえにいく。そのために遠
洋航海する漁船には、衛星データから海面水温を
見るシステムが積まれているそうです。
　　　　漁業もそうなのか。僕は山の上では、衛
星電話を本当によく使ってます。気象情報を得たり、
SNSにアップしたり、緊急時に電話したり、すべて
衛星電話ですからね。曇っているときには電波が
つながりづらい。いつもテントの中でアンテナを微
妙に動かしながら、一番受信できる角度を探してま
す（笑）。
　　　　極地ではまだ、衛星とのアナログな付き
合いが必要なんですね（笑）。

　　　　僕は衛星と聞くと、すぐにGoogle Earth

が頭に浮かんでしまうんですが、松尾さんはどう思っ
ていますか？　JAXAでも作れるのに！　と思ったり
しないんですか？
　　　　Google Earthが出てきた時、衛星デー
タをああやって見せると、みんなに浸透するんだっ

もしれない。黒潮の蛇行も、こうして撮影、視覚化
されると違う印象を抱きますね。JAXAは宇宙のこ
とばかり研究しているのかと思っていたら、宇宙か
ら地球のことを見ているとは。考えれば当然なんで
すが、やっぱり見上げているばかりではなくて、地
球を俯瞰して、僕たち自身を見ているんですね。
　　　　私はJAXAに入って最初の10年は国際
宇宙ステーションに関する仕事をしていたんですが、
次の10年は衛星地球観測に携わっています。そこ
で感じたのは、こんなにも宇宙から見ているものが、
地上の社会や生活に関連しているんだということ。
例えば、衛星は農林水産業とも密接です。気候変
動の影響を受けて農作物が育つ場所が変わってい
て、その作物に最適な土地を調べているベンチャー
企業もありますね。地上のセンサーデータと併せて
いつ農薬を撒くべきか、という指示を出したりもして
いるそうです。
　　　　農業と宇宙なんて、すごく対極のような感
じがするけれど、実は密接だと。
　　　　ちなみに漁業とも密接ですね。先ほどお
話ししたように海面水温が分かるので、魚が好む

て驚きましたね。市民権を得たんだなと。だから、
あれを超えるものを作りたいねと、よく研究者と話し
ています。Google Earth的な地球の全データが
揃っていて、しかもその瞬間の降水やエアロゾルも
一緒に載っていて、さらにモデルを合わせて将来が
予測できる。私たちは〈地球デジタルツイン〉と呼ん
でいますが、そう言ったものができるとかなり面白
いよねという話をしていますね。
　　　　何年かしたらできてしまいそう。すごいこ
とになりそうだな。
　　　　メタバースを作っている方たちもすごくリア
ルな地球を作ることに熱心になっているらしいんで
すね。
　　　　幾つもの地球があるようなイメージで、そ
のいろんな地球を生きられるみたいな感覚ですか
ね？
　　　　そう、まさにそうなんです。
　　　　完全に架空の空間だったら僕はあんまり
興味なかったんですけど、地球がもう一つあると思
うとアメリカにも暮らせるし、毎日のようにヒマラヤ
に登ることもできる（笑）。
　　　　例えば自動車の自動運転の試験で、いろ
んなコースを試してみたいというときに、メタバース
上でやらせてほしいという話があるそうなんですね。
シミュレーションに使えると。だから登山でも使え
るかもしれません。
　　　　今日はこっちのルートから行ってみよう、
みたいなことか。もう旅行の意味がなくなってくるな
……。

　　　　いえいえ、当たり前ですが、リアルに勝る
ものはないですよね。
　　　　はい、身体感覚が違いますからね。現代
は、衛星によって地球上のすべてが詳らかになって、
地理的な未知のゾーンがほぼなくなってしまった時
代です。ですから、現代の冒険では、あえて情報
を遮断して、未知の領域を新しく作り出そうとして
いる。GPSもコンパスも地図も持たずに山の中に
入ったりする。自分の感覚と自然現象でナビゲーショ
ンすると、見慣れた裏山も未知の世界になるかもし
れない、と。極点を目指したアムンゼンとスコット、
或いは植村直己さんがやっていたような冒険の時代

は終焉を迎えて、自分に制限を課して、未知の領
域を自ら作り出す、というところにまで行き着いてし
まった。誰もがGPSを使える時代に、まったく逆の
発想をしているわけですけど、それもこうして技術
が進歩したからこそだと思うんです。
　　　　不思議な現象かもしれませんね。
　　　　僕自身は、あんまりそういうことに前のめ
りにはなりません。例えば100メートル先まで5秒で
行けるのに、わざわざ30分かけて行くっていう発想
にはならない。ただ、GPSや衛星通信を使えるだ
け使って、それでもなお未知のものがあれば、そこ
に触れたいという気持ちはあるんです。コロナ禍に
おいて、僕は自分が生まれた渋谷区でネズミを撮っ
ていたんですね（■）。渋谷をネズミの視点で巡って
いたんですが、多分、そんな極小の世界は500キ
ロメートル離れた衛星には写らないから。
　　　　さすがにネズミは見えないですね。これだ
け科学技術が進んで、情報もデジタル化されている
けど、やっぱり気づいていない変化があるんです。
例えば小笠原沖の海底火山から出た軽石は、衛星
には写っていたはずなのに、到着するまで気づいて
いなかった。見えていたはずなのに、あると思って
いないから、やっぱり気づいていない未知のもの
がある。つまり人間の意識が追いついていないんで
す。
　　　　すべてが詳らかになると思いきや、実は
未知の世界はまだまだある、と。
　　　　気候変動の影響やスーパー台風、線状降
水帯など、メカニズムもまだ全てはわかっていない
んですね。
　　　　そういった意味では、未知のものはずっと
なくならないですね。僕がすごく尊敬している民俗
学者の宮本常一さんが、旅の10か条のようなもの
を書いているんです。まず知らない場所に行ったら
高いところに登って、俯瞰してその場所を見なさい。
それから中に入ってディテールを見なさい、というよ

石川直樹
写真家
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Naoki

東京都出身。ヒマラヤの8000m峰から日本の南北の
島 ま々で、地球上を縦横垂直に旅しながら作品を発表し
続けている。2010年『CORONA』（青土社）により土
門拳賞、2020年『まれびと』（小学館）、『 EVEREST』
（CCCメディアハウス）により日本写真協会賞作家賞を受
賞。著書に、開高健ノンフィクション賞を受賞した『最後
の冒険家』ほか多数。

松尾尚子

第一宇宙技術部門
衛星利用運用センター
技術領域主幹

MATSUO 
Naoko

福岡県出身。地球観測衛星の国際協力や将
来衛星の立上げに従事。現在は、産学官によ
る衛星戦略を検討する衛星地球観測コンソー
シアム（CONSEO）の事務局をとりまとめる。
シンガポールでヨガインストラクター資格を取
得するも、身体は堅いまま。年1回ほどファス
ティングで心身スッキリすることが楽しみ。

うなことを言っている。僕はいつもそれを頭の片隅
に置いています。山などに登って歩く場所を見渡し
てから、麓の村に入って行くということをずっとやっ
てきました。俯瞰って、鳥瞰図ですよね。衛星の視
点もそうだと思う。そこで思ったんですが、鯨瞰図
という言葉があるんですね。クジラから見た地球。
つまり海の底から見たら、島は山に見える。海の
中から見たら、島は海の上に顔を出している山で
あると。海の底まで通る電波はあるんですか？
　　　　いえ、残念ながらそれは難しいです。海
は電波や光を吸収してしまうから。ただ、視点の違
いという意味では、これからの衛星は鉛直方向を
観測しようとしています。人間は重力に常に引き寄
せられていて、ロケットのような重力に抗う行為に
ワクワクするのかもしれない。登山もきっとそうです
よね。地表を2次元で撮ることに関しては長年ノウ
ハウやデータを蓄積してきたので、雲・降水や陸の
標高、森林の樹高が3次元で見た時にどうなってい
るのか。雨を降らせている大気が鉛直に動いてい
る速度を測る衛星を、おそらく2020年代後半に打
ち上げると思います。
　　　　そこに時間の概念も加わると、もう4次元
の話ですか。頭がこんがらがってしまうなあ（笑）。

どれほど科学技術が発達しても、
未知の世界はなくならない。

8. 水循環変動観測衛星「しずく」等による農業気象データ（積雪域、土
壌水分量）。　

9. 気候変動観測衛星「しきさい」等の衛星データとモデルによる海中天気予報。
紀伊半島の南を大きく蛇行する黒潮が見える（濃いオレンジ色の部分）。
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　衛星は地球のあらゆる所を観測してい
るが、そのデータを解析するのは人間。そ
のため、事象によっては人間の目をかいく
ぐることもある。例えば、2021年夏、小笠
原諸島の海底火山噴火が起き、大量の軽
石が沖縄周辺に押し寄せたニュースが記
憶に新しい。衛星は軽石をとらえていたも
のの、（予期しない出来事だったため）解
析してはいなかったのだ。
　そこで、いつでも自然をパトロールし、
異常を検知・対処できるシステムの構築が
考えられている。衛星データと地上観測
データから異常をとらえ、行政や民間企業
に対策案を提示。さらに、モデルによる予
測から、何がどんな確率で起こるか、具体
的な数値まで提示することができ、異常を
未然に防ぐことにつなげていく。

　マンガを通じて、あなたはどんな未来を
想像しただろうか。どんな未来を生きていき
たいと感じただろうか。衛星が担うことがで
きる役割は、自分の生き方を考えていくた
めに必要な安心・安全な暮らしと、日々の
生活に余裕を生むこと。そのうえで「豊か
さ」とは、結局のところ、自分しだいとなる。
このマンガが、来たる未来を想像しながら、
自分の大切なことや守っていきたいことを
考えるきっかけになればうれしい。

　2040年代の社会はどうなっているだろうか。さまざまな未来への科学的予測も飛び交う

なか、個人の人生という軸でとらえても、予測のしきれない約20年後の未来。発展し続け

る科学技術はどんな社会へ連れて行ってくれるのだろう。ここでは、JAXAや民間企業、各

研究機関が人工衛星データを駆使し、科学技術によって支える未来をマンガで見ていく。

　私たちはタイムマシンに乗り、2040年代の未来へやってきた。さあ、こんな社会はどう

だろう。想像してみよう。
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漫画：神保賢志　文：熊谷麻那

　これまでの漁業は、漁師の経験や勘に
頼ることが多かったが、近年は後継者不
足で技術継承が課題となっている。また、
ほかの産業に比べ海難事故や転覆など、
身体的な危険を伴い、天候にも左右され
やすいので、スマート化が進む現代にも課
題は多い。
　2040年代には、衛星データを活用し、
魚の生態系の変化を科学的に把握するこ
とで、漁場がより予測しやすくなるだろう。
漁獲量や魚の状態が安定し、よいものだ
けを水揚げできるようになれば、漁師の収
益も安定していくだろう。加えて、スーパー
や消費者から、その時 で々食べたい魚の
データや、反対に、購買意識の低い魚の
データを割り出すことで、フードロスを削減
しながら、効率よく、海から食卓まで新鮮
で美味しい魚が届くなんていう、うれしい
未来も来るかもしれない。

　三次元のバーチャル空間で相互交流が
できる仮想世界を「メタバース」という。AI

や3DCG技術がシステムとして統合され
ることで成り立つメタバースには、衛星が
観測する地上の静止画像と標高データも
役立てられる。
　メタバースが実現すれば、過去の人間
や環境、土地状況までも再現し、過去を
追体験できる。上のマンガのように、白亜
紀の森を冒険することだってできるかもし
れない。メタバースが日常的に使われるよ
うになったとき、あなたは何をしてみたい？

陸域観測技術衛星「だいち」により、標高デー
タを取得できるようになった。

　2040年代にも、私たちは自然災害と
隣り合わせで生きていく。ならば、できる
だけ迅速に日常生活を取り戻す方法を考
えていきたい。例えば、災害前後に衛星
が撮影した画像や、地上から撮影した画
像などを解析することで、被災状況を集約
し、デジタルツイン化する方法はどうだろ
う。デジタルツインの世界でさまざまなシ
ミュレーションを行えば、必要な土嚢数を
自動発注したり、危険を伴う作業を遠隔操
作で行ったり、現実世界の復旧に貢献で
きるだろう。

東日本大震災前後の、宮城県名取市付近の観
測画像（左：震災後、右：震災前）。

　2040年代、車の未来はどうなっている
だろう。衛星からの通信情報や位置情報
を活用すれば、いよいよ「空飛ぶクルマ」
も現実になるかもしれない。クルマは自由
自在に空を飛び回り、デジタルツインによ
る運航管理が、その空の安全を守るだろ
う。渋滞もなく気軽に遠方へ移動し１日を
過ごすことも、空を飛びながらリモート
ワークなんてこともできるかもしれない。
空から見る街の姿は、果たしてどんなもの
だろうか。

空飛ぶクルマが実現した未来イメージ。

　毎年、その猛威を増していく台風。地球
温暖化で、勢力の強い台風の数や、それ
らのもたらす降水量は年々増えていくと
予測する研究もある。そんななか、衛星
データを使い、台風のメカニズムの把握
や、海面水温・気象にまつわるビッグデー
タを作成することで、遠い未来には、人工
的に台風の制御ができる可能性があるの
ではないかと言われている。
　とはいえ、自然現象である台風の制御
は、地球環境や人類にとって本当によい
ことなのだろうか。2040年代には、まず
はデジタルツインを活用し、仮想空間でシ
ミュレーションをしてみるのはどうだろう。
実際に台風を制御するには何が必要なの
か。制御することで発生する事態の可能
性を検証していく。台風を制御する未来。
それがもし現実になるとしたら、あなたは
何を感じるだろうか？

未来 マンガ
2040年代の
未来 マンガ
2040年代の

かもしれない

　農作業の省力化や技術の継承、食料自
給率向上などをめざし、農業のスマート化
が進んでいる昨今。農地には、収穫から
箱詰め、荷物の運搬を自動で行うロボッ
ト、生育状態の確認などを行う自動飛行ド
ローンなどが使用されている。
　2040年代には「デジタルツイン」とい
う、現実世界から収集したさまざまなデー
タから、現実世界を複製するようにして、
コンピュータ上で再現する技術を使用し、
より産業のスマート化が進められる。デジ
タルツインは農業にも活用され、AIが栽
培管理を提案するシステムが生まれていく
だろう。農地の作業も、ロボットによる完
全自動化が可能となるかもしれない。ま
た、消費情報と気象予測を活用すれば、
生育段階からフードロス削減が進む未来
もあるかもしれない。

このような未来に衛星地球観測で
貢献するために、産学官が集まり
「衛星地球観測コンソーシアム
（CONSEO）」を設立しました。

CONSEOについては
こちらをご覧ください。

見
事
な
畑
だ
な
〜

農
業
に
も

衛
星
が
関
係
し
て

い
る
ん
だ
よ

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
上
で

生
育
情
報
を
チ
ェッ
ク
。

A
I
が
栽
培
管
理
を
提
案
し
て

く
れ
る
ん
だ

農
地
の
作
業
も

ロ
ボ
ッ
ト
が

完
全
自
動
化
！

遊
ん
じ
ゃ

ダ
メ
！

船
が
自
動
で

漁
場
に

向
か
っ
て
る
ぞ

衛
星
を
利
用
し
て

ス
ー
パ
ー
や

消
費
者
か
ら

食
べ
た
い
魚
の

デ
ー
タ
が

集
ま
る
ん
だ
よ

そ
れ
を
元
に

漁
を
す
る
ん
だ
ね

デ
ー
タ
に

合
わ
せ
て

食
べ
頃
で
旬
の

美
味
し
い

お
魚
が

無
駄
な
く

み
ん
な
に

届
く
の
か
〜

ボ
ク
だ
っ
て

お
い
し
い
よ

や
き
も
ち

や
い
て
る
の
？

う
お
ー

過
去
に

来
て
し
ま
っ
た
！

こ
こ
は

メ
タ
バ
ー
ス
で

再
現
さ
れ
た

白
亜
紀
の

地
球
じ
ゃ
よ

か
つ
て

地
球
上
に
あ
っ
た

生
物
や
植
物
を

体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
じ
ゃ

今
夜
は
白
亜
紀
の
森
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
！

未
来
で
も

や
は
り

災
害
は

問
題
だ
よ
ね

こ
れ
も

衛
星
画
像
分
析
で

作
ら
れ
た

仮
想
3
D
空
間
さ

仮
想
空
間
で
の
検
証
が

実
際
の
災
害
現
場
の
復
旧
に

生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ

よ
ー
し

仮
想
3
D
ド
ッ
グ
で

救
助
だ
ワ
ン
！

か
っ
こ
い
い
！

自
然
災
害
を
予
測
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

で
き
る
よ
！

衛
星
で
地
球
上
の
デ
ー
タ
を
集
約

○
年
後
に
△
△
が
起
こ
る

確
率
が××

％
と

予
測
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も

未
来
年
表
が
生
ま
れ
て

デ
バ
イ
ス
か
ら

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ん
だ

い
つ恋

人
が

で
き
る
か

教
え
て
！そ

う
い
う
こ
と

じ
ゃ
な
い
よ

せ
っ
か
く

未
来
に

来
た
の
に

外
は
台
風
だ
な

実
は
こ
れ

衛
星
の
デ
ー
タ
を

利
用
し
て

作
っ
た
仮
想
空
間
で
、

台
風
が
制
御
で
き
る
か

検
証
し
て
い
る

と
こ
ろ
な
の

台
風
を

制
御
だ
っ
て
！？

あ
！！

晴
れ
て
き
た
！！

未
来
は

野
外
フ
ェ
ス
の

中
止
が

な
く
な
る

か
も
ね
！！

今
日
は

ド
ラ
イ
ブ
だ
！

2
0
4
0
年
代
が

こ
ん
な
に
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
に

な
っ
て
い
る
な
ん
て

思
わ
な
か
っ
た

未
来
は
希
望
に

溢
れ
て
い
る
こ
と
を
、

2
0
2
2
年
に

報
告
し
ま
す
！

タ
イ
ム
マ
シ
ン…

？！

2
0
2
2
年
に…
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空を飛ぶこと。その憧憬と探究心を乗せて

写真：山本康平

　人類には根源的な空への憧れがある。やがて目に見えない空気の力を

利用して空を飛ぶようになった私たちは、空から地表を見下ろす俯瞰の視

点を持つことで、世界の認識に大きな変化をもたらしてきた。また航空力学

によって必然的に備わる航空機の造形的な美しさは、私たちを惹きつける。

　JAXAで所有している実験用航空機にはヘリコプターとジェット機があ

る。それぞれ飛ぶ高さや速さが異なるため、カバーできる飛行領域によって

使い分けられているが、ヘリコプターの場合、ジェット機に比べて空中に停

止するホバリングが可能なため、より自由度の高い飛行が可能になる。

　防災や救急分野。ヘリコプターの安全性・全天候運行能力の向上や騒

音低減のための研究。そして宇宙分野の試験に至るまで。様々な分野の

研究活動で、JAXAの実験用航空機は活用されている。飛行する精神

が、世界を変える。



Credits: NASA/JPL-Caltech Credits: NASA/JPL-Caltech

本の新しい基幹ロケット、H3。

このH3の打ち上げ時に使用され
るのがH3 Flight Status Indication 

System for Public （H3 FIP）と呼ば
れる新たな飛行状況表示システムだ。飛
行状況表示システムとは、打ち上げライブ
中継を見ている視聴者に、ロケットの位
置や速度情報などを視覚的に伝えるも
の。H3 FIPの開発を担当したH3プロ
ジェクトチームの名村栄次郎と事業推進
部の佐々木繭子に、新システムについて
聞いた。
「H3 FIPはロケットから伝送されるテレ
メトリ情報（電波情報など）をもとに、機体
速度や高度、軌道などをリアルタイムで視

覚的に表示するシステム。これまでの打ち
上げでは、運用者向けに作られた飛行状
況表示システムを流用していましたが、今
回、これを一新しました」
　従来のシステムとの大きな違いは、（シス
テム名にも入っている）「for Public」が
示すように、ロケットがどこを飛行している
のかを、より幅広い人々にわかりやすく伝
えるものであること。打ち上げ運用者だけ
でなく、一般の人々の利用も視野に入れ
ているため、特にデザイン性を重視したと
佐々木は言う。
「従来のシステムとH3 FIPでは、表示さ
れる基本情報に変化はないのですが、デ
ザインは大きくブラッシュアップしました。

めざしたのは、誰もが『シンプルでカッコイ
イ ！ 』と感じられるシステム。開発はデザイ
ン・イノベーション・ファームのTakramに
お願いし、何度も試作を繰り返しながら、
理想の形に具現化していきました」　
「特に見てほしいポイントは、ロケットが
飛行する経路の下に広がる地球の様子。
直下の昼、夜なども再現され、徐々に変
化する視界角度は圧巻です。ぜひH3 

FIPで、国内外たくさんの方にロケット視
点の臨場感ある宇宙風景を味わっていた
だきたいですね」と、名村。画面上に広が
るロケットの視界、そこにスマートにデザイ
ンされたフライト情報。これらを見つつ「宇
宙をもっと身近に感じ、進化する宇宙開
発の魅力も感じていただけるとうれしいで
す」と語った。

野県佐久市にある美笹深宇宙探
査用地上局（以下、美笹局）に、

非常電源設備が導入される。設置するの
は、風力発電設備とNAS電池（ナトリウ
ムと硫黄の化学反応を利用して長期にわ
たって安定した電力供給が可能な電力貯
蔵システム）。追跡ネットワーク技術セン
ター主任研究開発員・大和田悟がこれら
の設置理由を語った。
「美笹局は同市にある臼田宇宙空間観測
所（以下、臼田局）の大型パラボラアンテ
ナの後継機として、2021年に完成。主な
役割は深宇宙（地球から200万km以上
先）の探査機に指令を送ったり、探査機か
らの観測データを受信したりすることです。
現在は、小惑星探査機『はやぶさ2』や海

外探査機の追尾を行っていますが、無人
の局ゆえに、停電した際の電力確保、観
測維持が難しいという弱点があります」
　常駐スタッフがいない美笹局では、ひと
たび電源が落ちると、臼田局から人が駆
けつけ、機器を立ち上げる必要があった
のだ。
「これを解決するために非常電源設備を
整備し、ようやく継続運用ができるように
なります」
　今回導入する、停電時にNAS電池か
らの電力を無瞬断で切り替えるシステムは
スタッフが常駐しない美笹局との相性がよ
かった。また、美笹局は冬には1.2ｍほど
の積雪があり、太陽光発電には向かない
こと、山間部ならではの強風を生かせるこ

とから風力発電が選ばれた。
「NAS電池は種子島宇宙センターが採

用していたの
で、設計や施
工、運用時の
注意点などを
現地でヒアリン
グし、慎重に
設置を進めまし
た」
　設置作業に
おいては、NAS

電池の原料と
なるナトリウム
が水厳禁の危

日

長

宇宙と航空に関わる基礎研究から

開発・利用に至るまで、

JAXAの最新情報をお届け。

取材・文 : 笠井美春

美笹局に、
非常電源設備を導入

停電時でも、宇宙探査機の追跡を止めない

ロケットの飛行状況を
表示する

新しいシステムの開発

H3ロケットの初打ち上げに向けて

本プロジェクトの
詳細はこちら

H3ロケットの
最新情報はこちら

険物ということもあり、天気予報を注視し
つつ、雨の降らない日を見定めて電池組
み立て作業を行ったという大和田。今後
は、この事例をもとにJAXA事業所にク
リーンエネルギーの導入を普及していけた
ら、と語った。
「停電時の運用継続はもちろん、運用継
続に必要な電力を確保しつつ電力のピー
クカットを行うことで、SDG’sの推進にも
貢献していきたいですね」

上：H3 FIPの画面キャプチャ　下：1段実機型タンクス
テージ燃焼試験に向け機体移動を行うH3ロケット

左：美笹局に設置された風力発電機　右：NAS電池

宇宙輸送
技術部門 名村栄次郎

H3プロジェクトチーム　
ファンクションマネージャ

NAMURA Eijiro

佐々木繭子
事業推進部

SASAKI Mayuko

追跡ネットワーク
技術センター 大和田悟

美笹深宇宙探査用地上局 冗長系開発整備部門内プロジェクトチーム
主任研究開発員

OWADA Satoru

宇宙を想うとき、
地球に生きる

わたしが見えてくる

落語家／1982年東京都港区出身。

2006年3月立川談春に入門。07年1月

「朝日いつかは名人会」で初高座。12年

6月二ツ目昇進。17・19年NHK新人落

語大賞決勝戦進出。MBSアニメ「昭和

元禄落語心中」助六子役CV、19年「セ

ブンルール」で取り上げられたほか、現

在BS日テレ「笑点特大号」大喜利コー

ナー出演中。2023年5月真打昇進予定。

隠
居
さ
ん
、
死
ぬ
と
ど
こ
へ
行
く
ん
で
す
か
」

「
極
楽
だ
」 

「
あ
っ
し
も
極
楽
に
行
く
ん
で
す
か
？
」 

「
八
っ
つ
ぁ
ん
、
お
前
は
地
獄
だ
な
」

「
地
獄
！？ 

地
獄
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」

「
…
極
楽
の
隣
だ
」

「
じ
ゃ
あ
、
極
楽
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

「
…
地
獄
の
隣
」 

「
ど
っ
ち
隣
？ 

右
隣
？ 

左
隣
？
」

「
西
方
、
弥
陀
の
浄
土
と
い
う
か
ら
西
だ
」

「
高
円
寺
か
荻
窪
？
」

「
も
っ
と
西
！
」

「
も
っ
と
西
に
行
く
と
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か
？
」

「
上
方
か
ら
九
州
、
海
を
渡
っ
て
唐
の
国
」

「
も
っ
と
西
は
？
」

「
イ
ン
ド
か
ら
南
蛮
だ
」

「
そ
の
先
を
も
っ
と
西
に
行
く
と
？
」

「
海
だ
」

「
海
を
ズ
ー
っ
と
西
に
行
く
と
？
」

「
…
泥
の
海
だ
」

「
手
漕
ぎ
で
ズ
ー
ー
っ
と
西
に
行
く
と
？
」

「
塀
が
あ
っ
て
行
か
れ
な
い
」

「
鳥
に
乗
っ
て
飛
び
越
え
ま
し
ょ
う
、
そ
の
先
ズ
ー
ー
ー
っ
と

西
に
行
く
と
？
」

「
そ
の
先
は
モ
ウ
モ
ウ
と
し
て
い
る
」

「
モ
ウ
モ
ウ
と
い
う
と
こ
ろ
を
ワ
ー
っ
て
西
に
行
く
と
？
」

　
モ
ウ
モ
ウ
ワ
ー
モ
ウ
モ
ウ
ワ
ー
、
こ
れ
を
2
時
間
続
け
て
隠

居
が
折
れ
た
。

「
小
遣
い
渡
す
か
ら
帰
っ
て
く
れ
」

　『
浮
世
根
問
』
と
い
う
噺
の
中
の
セ
リ
フ
で
大
好
き
な
部
分

だ
。
江
戸
の
庶
民
た
ち
の
雑
談
を
再
現
し
な
が
ら
、
太
陰

暦
で
暮
ら
す
こ
の
二
人
は
、
き
っ
と
日
本
地
図
を
見
る
機
会

も
な
く
、地
球
が
丸
い
と
か
星
が
何
で
出
来
て
い
る
の
か
（「
雨

の
降
る
穴
だ
」と
い
う
ギ
ャ
グ
は
あ
る
）
も
知
ら
な
い
の
に
、

知
ら
な
い
も
の
へ
の
好
奇
心
や
執
着
、
面
倒
な
相
手
の
対
処

と
いっ
た
、
現
代
人
の
私
た
ち
と
同
じ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の

景
色
が
ス
ケッ
チ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
愛
お
し
さ
を
感
じ
る
。 

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
熱
中
し
た
も
の
が
、
恐
竜
・
宇
宙
・

植
物
・
昆
虫
・
複
雑
系
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
遺
伝
子
・
進

化
論
…
大
学
院
を
1
年
で
や
め
て
落
語
家
に
な
る
と
い
う
大

幅
な
人
生
の
転
換
を
経
て
16
年
経
っ
た
。
2
0
0
年
前
の
市

井
の
人
々
の
会
話
が
現
代
に
通
じ
る
凄
さ
、
一
人
で
演
じ
て

い
る
だ
け
な
の
に
映
画
や
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
な
世
界

が
見
え
る
（
本
当
に
そ
の
間
は
見
え
て
い
る
の
だ
）
説
得
力

に
憧
れ
て
落
語
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。
図
鑑
や
論
文
は
、

真
実
へ
近
づ
く
答
え
を
写
真
や
計
算
式
や
文
章
で
示
し
て
く

れ
る
。
だ
が
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
て
真
実
を
知
り
た
く

て
も
、
人
の
感
情
は
手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
に

よ
っ
て
答
え
が
違
う
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
挨
拶
ひ
と
つ
。
手

土
産
を
持
っ
て
顔
を
出
し
た
時
に
、
喜
ぶ
人
も
い
れ
ば
借
り

を
作
り
た
く
な
い
と
怒
る
人
、
こ
ち
ら
の
好
意
を
思
い
や
っ

て
喜
ん
だ
フ
リ
を
す
る
人
、
反
応
は
様
々
だ
。
こ
ち
ら
が
行

動
し
て
初
め
て
相
手
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
相

手
の
感
情
に
触
れ
る
事
は
難
し
い
。
私
は
相
手
に
喜
ん
で
も

ら
う
た
め
に
ひ
た
す
ら
考
え
を
巡
ら
せ
る
。
こ
ん
な
修
行
が

続
く
中
、
一
方
で
、
私
が
落
語
で
演
じ
て
い
る
人
物
た
ち
に

お
客
さ
ん
は
笑
い
、
気
持
ち
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。 

　
今
ま
で
昆
虫
の
研
究
に
携
わ
っ
た
私
は
不
思
議
な
感
覚
に

陥
る
。
地
球
上
で
様
々
な
生
物
が
進
化
を
遂
げ
、
種
を
拡

大
し
、
中
に
は
絶
滅
し
た
り
寄
生
し
た
り
、
中
で
人
類
だ

け
が
地
球
史
の
僅
か
な
期
間
に
脳
の
容
積
を
拡
大
し
、
感

情
や
推
理
や
思
い
や
り
と
いっ
た
能
力
を
生
み
出
し
た
。
そ

の
究
極
た
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
感
情
を
一
人
で
表
現
し
、

受
け
手
が
想
像
し
、
脳
内
で
同
じ
時
空
間
を
体
験
す
る
、

こ
れ
こ
そ
地
球
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
人
間
が
生
み
出
し

た
宝
物
の
一つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。

［手紙の送り主］

「
御

＊
筆
者
編
集

＊

　僕は惑星理論研究者として、小惑星探査機「はやぶさ
2」やMMX（火星衛星探査計画）に携わり、また、土星リ
ングの研究を行っています。太陽系や系外惑星系の解明
をめざし、コンピュータシミュレーションを用いた理論的な
仮説をたてる仕事もしています。
　今でこそ研究者ですが、子どもの頃は宇宙への興味は
特になく、当時読んでいた漫画『HUNTER×HUNTER』

にみる、冒険家の生き方に憧れました。大学は、地球・宇
宙規模で冒険がしたいと、理学部地球惑星科学科へ。世
界を肌で感じたくて、アジアから始まりヨーロッパやアメリ
カ、中南米も旅しました。そして、次の冒険地として宇宙
に興味をもち、修士課程では、土星とその衛星の探索を行っ
たNASAの探査機カッシーニに関する課題に励み、後に
NASAとの共同研究を経て、パリ大学で研究に従事しま
した。

　MMXへはミッションの立ち上げ時期に参画。MMXは、
火星衛星の起源や火星圏の進化過程の解明をめざす計画
で、2つの衛星（フォボス、ダイモス）の観測とフォボスから
のサンプル採取が目的です。宇宙科学ミッションは、あら
ゆるコミュニティに意義や価値を説明した上に成り立ちま
す。MMXであれば、なぜ火星本体ではなくフォボスなのか。
僕の研究は、フォボスには火星表面から弾き飛ばされた物
質が大量に堆積していると予測するものでした。理論が正
しければ、「火星に行かずに、フォボスから火星の物質を採
取が可能」です。あくまで一例ですが、こうしてミッション
の意義や価値を創ることが、僕の仕事でもあります。
　現在、JAXA宇宙科学研究所では、独自に土星や木
星へ行くワーキング・グループが立ち上がっています。僕は
そこで「カッシーニを超える土星リング探査」を提案していま
す。土星リングの成り立ちとして考えられているのは、強い
重力に吸い寄せられた大きな彗星が分裂し土星を回るよう
になったという説です。そこで、カッシーニが解明しきれな
かったリングを回る一粒一粒の氷の状態等を解明したい。

遠くへ行くなら皆で
太陽系解明をめざす惑星理論研究者の冒険

土星と木星の太陽系への影響は大きく、その解明が太陽
系の過去、ひいては地球の起源への理解にもつながります。
土星リング探査はその途上にある計画です。
　探査機が宇宙へ行くには、エンジニアとの協働が必要で
す。理論研究はひとりでもできますが、太陽系解明には技
術開発や観測・実験も不可欠。理論研究から、皆が面白
いと思う探査意義と価値を見出したい。遠くへ行くなら皆で、
の精神です。一流の研究者であり続け、JAXAではもちろん、
世界中の研究者と協働していくことが今の僕の目標です。

左：土星リングと土星の衛星群の一部を描いた図。　右：2017年に行われたNASAカッシーニ探査計画・科学班の集合写真。国際協力の“力強さ”と“楽
しみ”を知るきっかけにもなった。

大阪出身。宇宙科学研究所で唯一（?）の理論・惑星形成
論の研究者。理工の連携を通して惑星探査計画の科学価
値と意義の最大化をめざす。年間3～4ヵ月ほどはパリに滞
在。趣味はサッカー。

兵頭龍樹
HYODO Ryuki

宇宙科学研究所 太陽系科学研究系
国際トップヤングフェロー（ITYF）
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心に寄り添うカルチャー案内

vol.13 構成：熊谷麻那
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光学衛星 SAR衛星
観測要求

観測要求

SAR衛星

雲があって
観測できない 船を観測

不審な船を
発見

観測計画の自立的立案・
衛星同士の連携

観測データを軌道上で
データ処理・地上へ伝送

相模原キャンパスで行われた交流会の様子

小型電動航空機の運航イメージ

リュウグウサンプルのデータベースを使用したプログラムのタイトル画像

022年10月6日（日本時間）、若
田光一宇宙飛行士を乗せたク

ルードラゴン宇宙船運用5号機が、国際
宇宙ステーション（ISS）に向けて打ち上げ
られた。ここからスタートした約6ヵ月の
長期滞在期間中、さまざまな実験が行わ
れるが、その裏には宇宙飛行士をサポート
する地上スタッフたちの存在がある。その
役割についてインクリメントマネージャの梅
村さや香に聞いた。
  「若田宇宙飛行士のISS長期滞在ミッ

ション（以下、若田ミッション）は、宇宙
飛行士と地上スタッフとの連携によって行
われます。地上スタッフの役割は多岐にわ
たり、期間全体のスケジューリングやコー
ディネートを担当するインクリメントマネー
ジャをはじめ、ISS内の『きぼう』日本実験
棟を管理・運用する運用管制チーム、その
指揮官であるフライトディレクタ、各技術分
野の専門家や研究者、各実験を支えるイ
ンテグレータ、宇宙飛行士の健康面を支
えるフライトサージャン（医師）、そして広報

スタッフなどがいます」
　さらにリードフライトディ
レクタの森研人も、地上
スタッフの業務とその目的
ついてこう続けた。
「地上スタッフは数百人
体制で若田宇宙飛行士
をサポートします。コミュ
ニケーションを密に取

り、現場の状況を把握して、実験スケジュー
ルを調整。時には予定を変更したり、作
業手順のポイントを直接説明するなどし
て、安心して実験に臨める環境を、チー
ム一丸となって整えていきます」
　2022年は、若田ミッションに加え、
JAXA（当時はNASDA）初の宇宙飛行
士、毛利衛さんの初フライトから30年の

022年10月、「小型技術刷新衛
星研究開発プログラム」における

共同研究パートナーの公募が開始された。
小型・超小型衛星を活用し、短いサイクル
で開発と実証を繰り返す本プログラム。研
究開発部門の加藤松明はプログラム実施
の背景を語った。
「現在、衛星は気象観測・通信などの実
利用が進んでいます。これらの宇宙システ
ムが止まってしまい社会に影響を与えない
よう、安心して使える技術を活用した着実
な衛星開発が必要です。そのため挑戦的
な技術や先端技術を利用した研究開発、
実証の機会は不足していました。同様に

衛星の開発・製造方式にも確実さが求め
られ、デジタル化の波が起きているものの、
刷新機会が少ない状況でした」
　そこで、挑戦的な技術の研究開発や実
証機会の確保、開発・製造方法の刷新に
取り組むべくスタートしたのがこのプログラ
ムだ。まずめざすは、競争力向上と新た
なユーザニーズの創出だ。
「研究開発のキーとなるコンセプトは、衛
星システムのソフトウェア化です。つまりソ
フトウェアの力で衛星をより賢くする試み。
これにより、例えば衛星が撮った画像か
らAIが素早く必要な情報を識別して、デー
タを速やかに地上に送信することが可能

になります。さらに、衛星が自立的に観
測計画を立てたり、衛星同士が連携した
りすることで、より高度な衛星利用サービ
スの実現をめざしています」と石濱直樹。
　この高度な衛星利用サービスの実現に
は、民間事業者・大学・研究機関との連携
が必要だと石濱は語る。「パートナー企業
が決まれば、いよいよFY2024の軌道上

2

2

節目の年。
　今後40年、50年……と続けていくた
めにも、地上スタッフの士気をより一層高
め、若田ミッション成功に力を尽くしていく。

小型技術刷新衛星研究開発プログラム、
共同研究パートナーの選定フェーズへ

衛星技術と開発・製造方式に、変革の波を

左：ミーティングを行う若田宇宙飛行と地上スタッフ　右：若田ミッションのポスター

本プロジェクトの
詳細はこちら

インタビューの
拡大版はこちら

若田宇宙飛行士のISS長期滞在を
地上で支える人々

思いやる。チームは強くなる。

筑波宇宙センター
3年ぶりに特別公開

テーマは「50年の感謝と技術、未来へ!」

実証に向けた具体的な研究開発のスター
トです」と、これから始まる新たなサービス
構想の実証に、ふたりはさらなる期待と
意気込みを見せた。

本プログラムの構想イメージ（一例）：人工衛星が、対象物を自立的に識別・監視できるようになり、更に衛星同
士が連携して高度な観測ができる世界をめざす

レポートの
拡大版はこちら

022年11月12日、JAXAは3

年ぶりに筑波宇宙センターを一
般に公開した。コロナ禍により2年連
続で開催中止となっていた公開だが、
今年は事前申し込みによって来場者数
を制限して開催。例年1万人超が来場
するだけに今回も多くの申し込みがあ
り、当日は当選した約5000人が参加
した。
　この日は、約53万平方メートルある
筑波宇宙センターの敷地を4エリアに分

けて、各所でイベントを実施。50ほど
あるイベントから、来場者たちは参加し
たいものを選んで各会場に向かう。実
際に研究が行われている建物内でのイ
ベントや、建物内の設備や空間そのも
のを見学できることに、喜びの声があ
がっていた。
　筑波宇宙センターの50周年にちなん
だプログラム「50年の感謝と技術、未
来へ!」では、筑波宇宙センターの歴史
を写真や資料などで展示紹介。「筑波

2

宇宙センター 50周年記念旗」への寄
せ書きコーナーでは、子どもたちが真
剣にメッセージを書き込んでいた。その
ほか、管制室やアンテナを見学できる
ツアーや、宇宙船の運用を体験できる
ゲームなど、JAXAならではのイベント
で会場は賑わっていた。
　当日は、金井宣茂宇宙飛行士によ
る講演も行われた。「宇宙で見る夢と、
地球で見る夢はちがっているのです
か?」など、子どもたちから次 と々質問
が寄せられ、金井宇宙飛行士は丁寧
に回答するとともに、「一緒に宇宙開発
をする仲間を待っています」と語った。
　幅広い世代が宇宙の魅力に触れ、
宇宙を身近に感じた特別公開。多くの
人の心に残る一日となったはずだ。

RE
PO
RT

上：当日の様子。JAXAの前身の１つNASDAの旗
（左2つ目）も、約20年ぶりに掲揚　下：筑波宇宙セ
ンター50周年記念旗に書き込まれたメッセージ

宙教育センターは、2022年8月
に「JAXAアカデミー（以下、ア

カデミー）」を開設した。「本アカデミーは、
宇宙教育の世界基準を見据え、地球規模
で立ち向かうべき課題をセレクトした、デ
ジタル配信型の教育プログラムです」と語
るのはセンター長の北川智子。
　宇宙教育センターは、これまで『宇宙で
教える』を主軸に、宇宙を素材とした教材
で、宇宙や社会への好奇心を養ってもら
う活動を実施してきた。アカデミーでは、
それらの活動を補完する形で、『宇宙を教
える』宇宙教育をデジタル配信する。
「ここ数年は、あまり自由に旅行もできま
せんでした。しかし、それでも世界中の科
学者・研究者・技術者が航空宇宙に関する
研究開発や壮大な計画を着 と々進めてい
ます。だからこそ、日本内外、国境を問

わず、現在の航空宇宙についての取り組
みや知識を共有し、多くの人と共に未来
を考える場が必要だと思い、本アカデミー
を新設しました」
　対象者は「宇宙を学びたい全ての人」。
これまで、小惑星探査機『はやぶさ2』が持
ち帰ったリュウグウサンプルのデータベース
を用いた作品の募集や、高校レベルの数
学・物理を使って“スイングバイ（惑星の重
力を使って加速する方法）”の軌道設計に
挑戦するオンライン教材など、宇宙への興
味関心を深められる内容を展開してきた。
「人気が高かったのは、小惑星などの地
球衝突に備えるプラネタリーディフェンスに
ついての、JAXA・ESA・NASA研究者
討論会や、火星の月とMMX（火星衛星
探査計画）について学べる小学生用のウェ
ビナーなど。ともに、実際のミッション、今、 研究されていることを扱っ

た内容です。今後も進行
中のミッションを取り上げ、
担当者が直接語るなど、
より深くリアルな教育機会
を提供できたらと考えてい
ます」
　さらにゆくゆくは、環境
問題などもテーマに取り上
げたい、と北川。
「特に地球温暖化は日々
考えていかねばならない重要な課題です。
JAXAの技術開発が、実際にどのような
考えや目標をもって進められているのかを
発信しつつ、一緒に考え、解決に向かう
ことのできる強い意志を育みたいですね」

宇

AXAは数年前から、航空機の
電動化について研究開発を進め

てきた。いわゆる「従来のジェットエンジ
ンだけではなく、電気によって推力を得る
航空機」を作ろうというものだ。この開発
を進める理由を、電動ハイブリッド航空機
チームの小林宙に聞いた。
「現在、自動車では電動化が進み、ハイ
ブリッド車や電気自動車を街でよく見かけ
るようになりました。航空業界にもこの流
れが起き、地球環境の保全を目的として、
電動航空機のニーズが高まっています。
そこでJAXAは、CO 2や窒素酸化物
（NOx）などの温室効果ガスの排出を少な
くする電動航空機、いわゆるエミッション
フリー航空機を作るための研究を進めてき
ました」
　JAXAがめざすのは、1フライトあたり
の燃料消費量の削減と、航空機由来の

CO2排出量削減に貢献できる「エミッショ
ンフリー航空機」。これを、2030～50年
代に実用化したい考えだ。
　ここで活用されるのが、2012年から実
施してきたFEATHER事業（日本初の本
格的な電動航空機の有人飛行を実証）で
獲得した、人を乗せて安全に飛行するた
めの技術である。
「FEATHER事業で信頼性を実証した
電動化技術と、日本の持つ、電動モータ、
電力変換器、二次電池など、電動航空機
には欠かせない高い技術。これらを先導
し、電動航空機に活かす道筋をつけるこ
とが私たちの役割です」
　日本の技術を結集し、航空産業で成果
を残す。JAXAは、それにより電動航空
機技術の国際競争力強化をめざしている。
2 0 1 8年に発足した「航空機電動化
（ECLAIR）コンソーシアム」もその足がか

りだ。参加するのは企業、大学、自治体
など。すでに軽量化技術や、安全性に関
する付加価値技術、eVTOL・ドローン向
けプロペラの低騒音化等の成果が挙がり
つつあり、今後の社会実装が期待されて
いる研究もある。
「電動航空機の実現は、SDGsの達成
に貢献できるだけではありません。例えば、
航空機の燃料消費量が減ることで、より
リーズナブルに空の旅ができるようになった
り、新たな空の移動手段、空飛ぶクルマ

J

が誕生するきっかけになったりする可能性
もあります」
　電動航空機の研究によって、自由な発
想やアイデアを刺激し、思いもよらない「新
しい空の使い方」を生み出していきたいと
小林は語った。

JAXAアカデミーの
詳細はこちら

本プロジェクトの
詳細はこちら

空の環境を守る、
未来の電動航空機を開発中

CO2などの温室効果ガスの排出量を削減

参加対象者は
「宇宙を学びたい全ての人」
JAXAアカデミーがスタート

グローバルな宇宙教育の場に

航空技術部門 小林宙
航空プログラムディレクタ付 電動ハイブリッド航空機チーム
主任研究開発員

KOBAYASHI Hiroshi

研究開発部門 加藤松明
研究戦略部
計画マネージャ

KATO Matsuaki

石濱直樹
第三研究ユニット
研究領域主幹

ISHIHAMA Naoki

有人宇宙
技術部門 梅村さや香

有人宇宙技術センター
インクリメントマネージャ

UMEMURA Sayaka

森研人
有人宇宙技術センター
リードフライトディレクタ

MORI Akihito

宇宙教育センター 北川智子
センター長

KITAGAWA Tomoko (Kate)
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JAXA調布航空宇宙センター飛行場分室に格納
されている、実験用ヘリコプターBK117C-2型機。

左：BK117C-2型機のフライ
ト当日。整備士が入念な整備
を行う。　中央：地上を移動
するため、台車に載せられて
いる。　右：JAXAの飛行実
験基地は、ここ調布飛行場分
室のほかに、名古屋空港飛
行研究拠点と、北海道の大
樹航空宇宙実験場がある。

左：コックピットの様子。　右：航空法で義務づけられている書類のひとつ「航空日誌」がなければ、航空機を飛行させることはできない。
「航空日誌」とは航空機が飛行したとき、または整備、改造などを行った場合などに必要事項を記載する日誌。

誰もが乗れる身近な航空機を通じて

快適で安全な空を描くために

写真：山本康平　取材・文：仲野聡子

JAXAの航空技術部門のミッションは、航空機に乗る人にとっても地上にいる人にとっ
ても、快適で、安全で、便利な空を守ること。ときには実際に航空機を飛ばしながら、研
究や実証実験を行っている。今回は調布航空宇宙センター飛行場分室を訪ねて、実
際のヘリコプターによる飛行実験を見学。現在進行形の試験やこれから目指すところ
について、飛行機試験設備チームの藤井謙司に話を聞いた。

試験設備を使い分けることも重要な要素です。
─ 今回、JAXAが所有しているヘリコプターの
運用しているところを撮影させてもらいました。こ
のヘリコプターをはじめとする実験用航空機につい
て教えてください。
JAXAで所有している実験用航空機にはヘリコプ
ターとジェット機があり、飛ぶ高さや速さが異なる
ため、カバーできる飛行領域によって使い分けてい
ます。近年では特に、ヘリコプターの安全性や利
便性向上に注力しています。ヘリコプターは日本で
もたくさん飛んでいますが、利用が偏りがちです。
飛行機はエアラインがあり、定期便が飛び回ってい
ますが、ヘリコプターの場合は報道、災害救助、
ドクターヘリなど、特殊な用途で使われることが多
いですよね。理由のひとつとして、就航率の低さが
あると思います。旅客機であれば、予定時刻にな
ると100%近い確率で飛びますが、ヘリコプターは
80％台まで落ちてしまいます。一番の要因は、天
候に左右されること。視界不良の中を飛ぶのは危
険ですから。夜間も同じで、ヘリコプターのパイロッ
トが真っ暗な中をまわりの状況を確認しながら飛行
するのは困難が増します。いつでも飛べるようにな
ると、さらに活躍の場が広がっていくでしょう。
─ ヘリコプターの視界不良等の解決に向けた研
究はしていますか?
10年ほど続けてきたもののひとつに、ヘリコプター
のパイロットがかぶるヘルメットのバイザー（顔の前

心とする解析技術や試験・計測技術を活かし、設
計・認証・製造・運用・保守・廃棄・リサイクルとい
う航空機のライフサイクル全体をDX（Digital 
Transformation）により効率化、高速化してい
くことを目指した研究開発です。
─ 藤井さんは、飛行試験設備チームのチーム長
を務めています。主な業務内容を教えてください。
実験用の航空機や研究用の飛行シミュレーターを
維持・管理したり、これらを使った研究開発をする
際に、実験や試験がスムーズに行えるよう研究者
のサポートをしたりしています。航空機に適用され
る新しい技術は、地上でいろいろな試験を行いま
すが、飛行中の条件全てを地上で再現することに
は限界があります。実際に飛行することでその技術
を評価・確認する。そのための環境を整えることが
重要な役割だと考えています。試験設備にはそれ
ぞれ特徴があり、実験用航空機の試験は、実験機
器が取得するデータ以外にもパイロットに操縦性や
制御、あるいは飛行中の視認性などについても評
価してもらえますが、飛行条件や気象環境などを踏
まえた上で、安全に飛べる範囲でしか実施できま
せん。飛行シミュレーターを使った試験は、実際に
飛行すると多少危険な状況でも実験できるという利
点がありますが、細かい条件を要求されるものには
向いていないケースもあります。実験の目的により

す。もうひとつが、『Sky4All』（スカイフォーオール）
です。雪氷や雷、火山灰、乱気流などの特殊状
況下でも安全に運航できるようにするための研究
や、ドローンやeVTOL（空飛ぶクルマ）など次世代
エアモビリティと呼ばれる多種・多様な機体を効率
的に運航するための研究をしています。それから、
『Sky DX』（スカイディーエックス）です。航空技術
部門が得意とするコンピュータシミュレーションを中

れる条件を満たした、かなり最適なところに行き着
いていると思います。一方で、航空機の使い方は
今後も多岐にわたる可能性はありますね。ドローン
はすでに普及していますし、ヘリコプターのように垂
直に離着陸するeVTOL（空飛ぶクルマ）のような
次世代エアモビリティなど、小回りも効きつつ利便
性も高い新しい航空機の開発に研究の軸足が向い
ていくと思います。
─ 空と宇宙の違いに空気があるかないかは大
きな違いだと思いますが、藤井さんは空の技術者
としてどんなところにやりがいを感じていますか? 
また、これから航空技術部門が目指すべきところ
についても教えてください。
おっしゃる通り、地球には大気があるので、気象の
影響を必ず受けるのが空を相手にする航空分野で
す。そこを考慮しながら設計していかなければいけ
ないというのが、航空の専門家の宿命ですね。ま
たほかに宇宙と航空の違いとして、航空機は誰でも
乗れるという点で「身近である」というところではない
でしょうか。また自分たちの技術開発したものが活
かされている場面を見られることも多く、そういうと
ころでやりがいを感じやすいのだろうと思います。身
近にあるとはいえ、航空機はいままで以上に安全で、
もっとみんなが気軽に乗れるようなものになるべきだ
ろうと、そこを航空技術部門としては目指していくの
だと思っているんです。さらに、航空機に乗ってい
る人だけでなく、地上にいる人も安全に空を共有で
きるような世界。すべての人が安全にいられる空を
作り、それを維持していきたいです。

─ 航空技術部門の主な研究・開発テーマについ
て教えてください。
現在、航空技術部門では3つの大きなプログラム
のもと、研究開発を進めています。ひとつは、
『Sky Green+』（スカイグリーンプラス）と呼ばれる
プログラムです。CO2排出や騒音の低減など環境
適合性を高める研究開発や、超音速機による高速
移動などの利便性を高める研究開発を進めていま

兵庫県出身。航空技術部門で、基盤技術の組織長として管
理指導や戦略検討を担当すると同時に、飛行試験設備のチー
ムの長を兼務。飛行機のほか、車、鉄道など乗り物全般を
愛好。中学での部活から始めたテニスを何とか継続中。

の透過窓）に操縦を助ける映像を映し出すという実
験があります。暗いところでもよく見える暗視カメラ
や、人間には見えない赤外線を映すカメラを搭載
することで、それらの映像から夜の闇の中でも地上
の様子などがある程度わかるというものです。また、
あらかじめ得た地形情報をデータベース化して、そ
のデータから計算される地形の見え方をバイザーに
映し出したりもしています。これが実装化されたら、
自分がいまどこを飛んでいるのか、下はどのような
地形になっているのかなどを、パイロット自身が知
ることができるようになります。視界不良でも、安
全な飛行が叶うようになるはずです。
─ 実験用航空機は、航空だけでなく宇宙に関
する実験でも用いることがありますか?
例えば惑星探査などに関連し、その星に降りるとき、
あるいは地球に帰ってくるときに使うパラシュートシ
ステムの確認のために、ヘリコプターからパラシュー
トを落とす実験を行ったことがあります。また、人
工衛星に搭載するセンサーをヘリコプターに搭載し
て、ちゃんと計測できるかどうかを確認する試験も
あります。
─ ちなみに航空機の造形について、今後変化
はあると思いますか?
例えば通常私たちが乗るような航空機（旅客機）は、
以前はエンジンが3機の機体もあったり、尾翼の付
き方が違っていたりと形もいろいろでした。しかし、
いまは同じような形がほとんどで、旅客機に要求さ

藤井謙司
FUJII Kenji

航空技術部門
飛行機試験設備チーム
チーム長

記事の拡大版はこちら

空の視座で
ものを見る

実験用航空機編

BK117C-2型機が格納庫から滑走路へと移動するべく、一般道を横断。撮影したこの日は、宇宙に関する実験用機材を搭載し
ていた。日々、さまざまな分野の研究者に研究テーマを提案してもらい、多くの飛行実験を行っている。
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写真家から見た衛星写真、興味深い視点の対談から始まり、衛星が
見守る未来の社会をマンガで描く少し楽しいページ、いかがでしょう
か。マンガではあるものの、実は2040年代はそれほど遠い未来でも
ありませんし、描かれている世界は本当に実現できるんじゃないか、実
現してほしいな、と期待が膨らみます。また、今回は航空機にも焦点を

当て、実験用ヘリコプタを紹介しています。調布飛行場横の道路を横断する写真は一見の
価値がありますね。快晴の空に舞い上がるヘリコプタのビジュアルページもあわせ、今号も是
非お楽しみ下さい。（JAXA's編集委員 伊藤健／航空技術部門 航空イノベーション統括）

www.jaxa.jp

@JAXA_jp　　

jaxachannel

facebook.com/jaxa.jp
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宇宙開発や天文、最新の研究など、
宇宙と航空に関する3ヵ月間のトピックスをご紹介

＊海外のニュースは現地の日付

宇宙と航空に
まつわる世界のニュース

海外

日本

米SpaceX社、衛星イン
ターネットサービスStarlink

の日本でのサービスを開始

NHK連続テレビ小説「舞い
あがれ！」がスタート。飛行機
をテーマにしたドラマで、
JAXA職員も考証に協力

NASA、若田宇宙飛行士た
ち4名を乗せたクルードラゴ
ン宇宙船運用5号機（Crew-

5）を打ち上げ　

JAXA、イプシロンロケット
6号機について、打ち上げ
の約7分後に指令破壊信号
を送出。山川理事長を長と
する対策本部を設置し、原
因調査を開始

JAXA、相模原キャンパス
の特別公開をオンラインと
現地のハイブリッドで開催

|

22

中国、中国宇宙ステーション
の実験モジュール「夢天」を
打ち上げ

日豪首脳会談にて、日本の
火星衛星探査計画（MMX）

カプセルの豪州着陸を原則
的に支援することが確認さ
れ、共同声明として発表　

NASA、スペースシャトル「チャレンジャー」
（1986年の打ち上げ直後に爆発）の残骸を海
底で発見したと発表

皆既月食と同時に惑星食（今回は天王星食）を
観測。同様の現象が日本で起こるのは442年
ぶりで、次回は322年後（いずれも土星食）　

筑波宇宙センターの特別公開を3年ぶりに
開催 

NASA、JAXAの超小型探査機OMOTE-

NASHIおよびEQUULEUSなどを搭載したアル
テミス計画初号機（Artemis I）を打ち上げ　

第28回アジア・太平洋地域宇宙機関会議
（APRSAF-28）について、「持続可能で豊か
な未来への架け橋　宇宙イノベーション」を
テーマにベトナムにて開催

|

18

JAXA、H3ロケット試験機1号機の1段実機型
タンクステージ燃焼試験を実施し、1段推進系
システムの総合確認を終了

|

7

こちらから
ご購入できます

JAXAの活動を紹介するカ
レンダー。選りすぐりの写真
をお楽しみください! 

JAXA、超小型探査機OMOTE-

NASHIの月面着陸ができないと判
断。対策チームを設置し原因究明を
図るとともに復旧作業を継続

永岡桂子文部科学大臣とビル・ネルソ
ンNASA長官、月周回有人拠点
「ゲートウェイ」のための日米間の協力
に関する実施取決めに署名。また、
2030年までの国際宇宙ステーショ
ン運用延長に日本が正式に参加表明

ロシアのソユーズ宇宙
船、ロシアとアメリカの
宇宙飛行士を乗せ打
ち上げ

第73回国際宇宙会議
(IAC2022)がパリで
開催。JAXAも出展し、
小惑星探査機「はやぶ
さ2」が持ち帰ったリュ
ウグウのサンプルを海
外で初めて一般公開　

|

22

NASAの無人探査
機DART、史上初の
惑星防衛実験で小惑
星への衝突に成功　

JAXA、宇宙飛行士
候補者の第一次選
抜の合格者を決定
（20代以下12名、30代30名、
40代8名の計50名／男性
44名、女性6名）

日経新聞社、日経バー
チャル・グローバル
フォーラム「宇宙の未
来2022」を開催。月
や火星に広がる宇宙
の可能性や、国際協
力のあり方などを議論

DARTが小惑星ディモルフォスに衝突
する2秒前（上）と1秒前（下）に撮影した
画像。データの送信中に衝突したため、
途中で切れている（下）

リュウグウのサンプルの
展示風景

燃焼試験の様子

MMX探査機のイメージCG

Crew-5に乗り込む若田宇宙飛行士（写真右）

Artemis I 打ち上げの様子皆既月食と天王星

「JAXAカレンダー2023」
B3判／8枚綴り／1,650円（税込）

JAXAシンポジウム2022「JAXAの挑戦 

空で、宇宙で。」をオンラインで開催

超小型探査機EQUULEUS、月フライバイ
に成功し初期運用を終了。定常運用へ移行
し、地球－月第2ラグランジュ点に向かう予定

JAXA、「人を対象とする医学系研究に関す
る倫理指針」に対して不適合となる研究が行
われたことを報告。調査結果と再発防止策に
向けた取り組みついて記者会見を実施

「 J A X Aカレンダー 2 0 2 3 」のご 案 内

JAXA
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